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あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
一
一
月
の
連
合
新
潟
第
二
一
回
定
期
大
会
で

四
代
目
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
齋
藤
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

二
〇
一
一
年
を
振
り
返
れ
ば
、
三
・
一
一
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
自
然
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
東
日
本
大
震
災
は
、

巨
大
地
震
と
直
後
の
大
津
波
に
よ
り
多
く
の
人
命
と

財
産
を
奪
い
、
ま
た
こ
の
大
震
災
に
起
因
し
た
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
一
石
を
投
じ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
に
お
い
て
も
三
月
一
二
日
の
新
潟
・
長
野
県
境

地
震
や
新
潟
・
福
島
七
月
豪
雨
な
ど
自
然
の
猛
威
の

爪
痕
が
大
き
く
残
り
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
一
刻
も
早
い
平
穏
な
生
活
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
連
合
は
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
を
わ
が
国
の
目
指
す
べ
き
社
会
像
と
し
て
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

行
き
過
ぎ
た
規
制
緩
和
に
よ
り
、
良
き
日
本
の
仕
組

み
は
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
、
非
正
規
労
働
者
は
雇
用
労

働
者
の
四
割
に
と
ど
く
ま
で
に
増
加
し
、
年
収
二
〇

〇
万
円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
一
〇
〇
〇
万
人

を
超
え
、
社
会
的
に
許
容
し
得
る
限
界
を
超
え
て
い

ま
す
。
働
く
こ
と
に
最
も
重
要
な
価
値
を
置
く
「
安

心
社
会
」
の
実
現
は
、
私
た
ち
働
く
も
の
の
長
年
の

願
い
で
あ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る

社
会
に
再
生
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

連
合
新
潟
は
、昨
年
の
大
会
で
運
動
へ
の「
参
加
」

と
組
織
の「
拡
大
」を
掲
げ
ま
し
た
。「
参
加
」と「
拡

大
」
は
労
働
運
動
の
基
本
中
の
基
本
で
す
。
足
元
を

し
っ
か
り
固
め
、「
安
心
社
会
」
の
実
現
に
邁
進
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

連
合
新
潟
会
長

齋

藤

敏

明

2012年度　主要活動予定

１月
労福協新春名刺交換会（5日）
第1回地協代表者会議（21日）
第3回執行委員会（24日）

２月

第49回地方委員会（2日）
北陸ブロック
　「働くことを軸とする安心社会」対話集会（3日）
労働相談ダイヤル担当者研修会（4日）
北陸ブロック女性会議（19～20日）　（女性委員会）
第4回執行委員会（22日）

３月

2012春季生活闘争新潟県中央総決起集会（2日）
第2回地協代表者会議（3日）
にいがたユニオン第18回定期総会（3日）
連合国際女性デー第20回にいがた集会（10日）
 （女性委員会）
第5回執行委員会（拡大闘争委員会）（28日）
2012春季生活闘争・中小総決起集会（31日）

４月
第6回執行委員会（18日）
第83回新潟県中央メーデー（28日）

５月
第3回地協代表者会議（19日）
青年委員会・女性委員会合同学習会
第7回執行委員会（23日）

６月

第23回女性集会（9日）　（女性委員会）
第8回執行委員会（21日）
平和行動in沖縄（23～25日）
第50回地方委員会（27日）

７月 第9回執行委員会（25日）

８月

第4回地協代表者会議（4日）
平和行動 in 広島（4～6日）
平和行動 in 長崎（7～9日）
第10回執行委員会（29日）

９月

第17回構成組織・第21回地協女性代表者会議（1日）
 　（女性委員会）
平和行動in根室（7～10日）
第21回新潟県勤労者駅伝大会
第11回執行委員会（21～22日）
第5回地協代表者会議（22日）

10月
女性労働問題懇談会　（女性委員会）
第12回執行委員会（5日）

11月

第22回年次大会（1日）
第24回女性委員会総会（17日）
第24回青年委員会総会
連合北陸ブロック青年組織代表者・担当者会議
土曜労働相談会（毎月第2土曜日開催）

第49回 地方委員会

と　き　2月2日（木）  13：30～

ところ　新潟市・ガレッソホール

労働相談ダイヤル担当者学習会

と　き　2月4日（土）
　　　　10：30～15：30（予定）
ところ　新潟市・勤労福祉会館2階

都タクシー はとタクシー

富士タクシー さくら交通

万代タクシー あさひタクシー

第一タクシー 光タクシー

栄タクシー 昭和交通観光

このステッカーが貼ってある
タクシーに乗ろう!!

新潟地区はこのタクシー10社です

絆・安心
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去
年
、
念
願
の
長

男
が
誕
生
し
ま
し
た
。

妻
は
帝
王
切
開
だ
っ

た
た
め
、
一
週
間
ち

ょ
っ
と
入
院
。
そ
の

間
、
長
女
（
小
二
）

二
女
（
年
中
）
の
面
倒
を
見
る

た
め
「
プ
チ
育
休
」
を
取
り
ま

し
た
。
朝
か
ら
晩
ま
で
家
事
は

目
白
押
し
で
、
妻
と
同
居
の
母

に
改
め
て
感
謝
し
た
一
週
間
で

し
た
。
料
理
を
作
る
喜
び
を
覚

え
た
反
面
、
食
器
洗
い
の
苦
痛

も
味
わ
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
食
器
洗
い
機
を
使
お
う
と
開

け
て
み
た
ら
「
物
入
れ
」
と
化

し
て
お
り
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の

手
が
一
番
な
の
か
な
ぁ
と
、
妻

の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

土曜相談会 ２月は11日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ⑩
 栃尾発

「あぶらげ巻き寿司」

　栃尾の名物といえば栃尾のあぶらげですが、それを紹介するの

は工夫がないのでそれを使った食

べ物を紹介します。

　こちらは長岡市谷内１丁目にあ

る「食堂たからや」のあぶらげ巻

き寿司です。太巻きののりの部分

を栃尾のあぶらげで巻いた太巻きです。とて

もボリュームがあり一人では食べ切れません。

一切れずつ分け合って食べるとか、何回かに

分けて食べていただきたいと思います。食堂

たからやさんでは品切れのことがあるそうなので食べたいときに

は予約の電話をしてからお出かけになると確実です。

■ 食堂たからや　長岡市谷内１丁目１－５

　　　　　　　　　電話（０２５８）５２－２４７６

　

事
の
発
端
は
、
二
〇
〇
二
年

の
規
制
緩
和
以
降
、
タ
ク
シ
ー

の
新
規
参
入
、
増
車
が
容
易
と

な
り
新
潟
交
通
圏
（
新
潟
市
）

で
は
タ
ク
シ
ー
が
供
給
過
剰
と

な
り
、
運
賃
値
下
げ
競
争
が
激

化
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
手
タ
ク
シ
ー

会
社
が
二
社
倒
産
し
た
一
方
で
、

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
賃
金
が
最

低
賃
金
割
れ
を
お
こ
す
な
ど
し

て
劣
悪
な
労
働
条
件
が
社
会
問

題
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に

タ
ク
シ
ー
事
業
適
正
化
・
活
性

化
特
別
措
置
法
（
以
下
タ
ク
シ

ー
特
措
法
）
が
施
行
さ
れ
、
運

賃
の
許
可
枠
よ
り
運
賃
が
下
回

っ
て
い
る
会
社
に
対
し
運
輸
局

が
「
監
査
の
強
化
や
月
々
の
収

支
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
」

と
し
、
運
輸
局
が
示
し
た
「
運

賃
許
可
範
囲
（
初
乗
り
五
七
〇

〜
六
〇
〇
円
）」
へ
値
上
げ
す

る
よ
う
に
誘
導
が
あ
っ
た
た
め
、

各
社
が
最
下
限
運
賃
の
五
七
〇

円
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

公
正
取
引
委
員
会
は
こ
の
事

を
「
独
占
禁
止
法
の
価
格
カ
ル

テ
ル
に
あ
た
る
（
企
業
同
士
で

話
し
合
い
な
ど
を
行
っ
て
価
格

を
決
定
し
、
不
当
に
利
益
を
上

げ
る
）」
と
し
て
各
会
社
に
対

し
て
「
運
賃
改
定
し
た
時
点
か

ら
総
運
賃
収
入
の
四
％
の
課
徴

金
を
支
払
え
」
と
事
前
通
知
を

出
し
て
い
ま
す
。

　

一
二
月
一
日
に
連
合
中
央
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
一
二

春
季
生
活
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
二
〇
一
二
春
季
生
活

闘
争
は
、「
働
く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社
会
」
の
実
現
へ
向

け
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
生
活

が
改
善
さ
れ
る
取
り
組
み
と
し

て
位
置
づ
け
、
あ
わ
せ
て
「
二

〇
一
二
政
策
・
制
度
実
現
の
取

り
組
み
」
を
運
動
の
両
輪
と
し

て
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
処
遇

改
善
」
の
闘
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
・

再
生
と
、
震
災
前
か
ら
の
課
題

で
あ
る
構
造
的
問
題
の
解
消
な

ど
、
こ
の
一
〇
数
年
間
で
四
〜

　

本
来
、
特
措
法
の
趣
旨
は
劣

悪
な
運
転
手
の
処
遇
改
善
を
目

的
と
し
た
運
賃
の
改
定
で
す
。

こ
の
ま
ま
課
徴
金
の
支
払
い
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
運
転
手
の
労

働
条
件
を
改
善
し
よ
う
と
す
る

優
良
な
会
社
か
ら
倒
産
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

連
合
新
潟
は
公
正
取
引
委
員

会
へ
抗
議
す
る
と
共
に
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
へ
は
連
合
新
潟
加

盟
の
「
安
全
・
信
頼 

乗
る
な
ら

こ
の
タ
ク
シ
ー　

連
合
新
潟
」

の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
タ
ク

シ
ー
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
％
前
後
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
賃
金
水
準
の
回
復
と
、
あ
わ

せ
て
経
済
全
体
を
早
期
に
持
続

的
・
安
定
的
成
長
に
回
帰
さ
せ

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
マ
ク
ロ
的
な

観
点
か
ら
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
た
め
に
一
％
を
目
安
に
配
分

を
求
め
、
労
働
条
件
の
復
元
・

格
差
是
正
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

連
合
新
潟
の
基
本
方
針
は

　

一
二
月
八
日
、
第
一
回
労
働

条
件
委
員
会
を
開
催
し
、
基
本

的
方
針
は
昨
年
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
賃
金
水
準
の
復
元
と
し

て
の
一
％
を
賃
金
・
一
時
金
や

総
実
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
に

よ
り
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に

今
後
の
方
針
議
論
に
付
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
二
月
一
二
〜
一
三
日

に
は
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
二
〇
一
二

春
季
生
活
闘
争
推
進
会
議
が
富

山
市
で
開
か
れ
、
取
り
組
み
の

情
報
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
地
域
で
の
議
論
を

深
め
て
二
月
二
日
の
第
四
九
回

地
方
委
員
会
で
決
定
し
、
春
季

生
活
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
産
別
・

単
組
の
集
計
デ
ー
タ
を
開
示
・

公
正
取
引
委
員
会
に
抗
議

　
　
　
　

新
潟
交
通
圏
タ
ク
シ
ー
問
題

二
〇
一
二
春
季
生
活
闘
争
ス
タ
ー
ト
！

公正取引委員会前（霞ヶ関）で２日間にわたり抗議行動を決行

共
有
化
し
、
労
働
組
合
が
総
結

集
し
て
闘
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
主
党
と
の
定
期
協
議

　

民
主
党
県
連
と
連
合
新
潟
の

定
期
協
議
（
第
一
三
回
）
が
、

一
二
月
一
七
日
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
村
代
表
よ
り
、
こ
の
間
の

政
権
与
党
と
し
て
の
評
価
・
課

題
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
後
の

復
旧
・
復
興
の
活
動
取
り
組
み

報
告
と
、
野
田
政
権
下
で
の
決

意
が
あ
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
会
長
か
ら
は
、
来
年
の

県
知
事
選
の

対
応
を
は
じ

め
、
こ
の
春

の
県
議
選
で

の
候
補
者
の

空
白
区
と
、

推
薦
し
た
地

方
議
員
が
同

じ
会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
状

況
な
ど
、
諸
課
題
を
含
め
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
双
方
と
も
役
選
大

会
後
で
あ
り
、
新
体
制
で
の
初

協
議
と
い
う
こ
と
で
自
己
紹
介

の
後
、
報
告
事
項
と
当
面
の
課

題
に
つ
い
て
、
協
議
し
ま
し
た
。 新体制で当面の課題を協議

＜年末一時金回答妥結集計結果＞
　年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で昨
年との比較が可能な組合の集計結果
（額集計：128組合（24,307人）月数集計：125組合（25,703人））
◎組合員１人平均（加重平均） 額：504,554円　　月数：1.93ヶ月
 昨年　額：492,345円　　月数：1.87ヶ月

（昨年との差　額：＋12,209円、月数：＋0.06ヶ月）
◎組　合　平　均（単純平均） 額：347,257円　　月数：1.70ヶ月
 昨年　額：326,874円　　月数：1.61ヶ月

（昨年との差　額：＋20,383円、月数：＋0.10ヶ月）

2011年末一時金  連合新潟第2回集計結果（12月14日現在）

☆ 調査対象組合426組合（74,222人）中、282組合（54,383人）が
回答妥結した（年間妥結の年末分含む）。また、今季要求提出
を行ったのは103組合（14,819人）で、今季回答妥結報告があ
ったのは、46組合（6,684人）となっている。（今季妥結報告は、
年間要求の今季回答妥結を含む）

＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2011年 2010年同時期
組合員1人平均
（加重平均）

72 9,919
613,033 666,637

組合平均
（単純平均） 511,044 497,410

【月数集計】
組合数 人数 2011年 2010年同時期

組合員1人平均
（加重平均）

84 12,052
2.54 2.46

組合平均
（単純平均） 2.21 2.12


